
ま え が き

平成 24 年度全国学力学習状況調査報告書（文部科学省，2012）では，数学
と理科ともに量の関係に関する理解に課題があることが記され，それぞれ指導
の改善や充実の必要性が述べられています。本書は，こうした課題の解決に向
けて，私がこれまでに取り組んできた3つの研究（①「関数的な見方・考え方」
を働かせた理科授業の改善に関する一考察，②理数学習の有用性に影響を及ぼ
す諸要因の因果モデル，③数学との教科等横断的な学習を促す理科授業の試
み）をベースにまとめたものです。各研究の概要は以下の通りです。

①　中央教育審議会の理科ワーキンググループで例示された「理科の見方・
考え方」を上位として，その下位により細かな視点や考え方を設定しま
した。さらに，中学校理科の密度，フックの法則，オームの法則等の学
習は，数学と共有する「関数的な見方・考え方」を働かせて取り組ませ
ることで教科等横断的な学習として行えることを指摘しました。

②　理科と数学に共通する「関数的な見方・考え方」を理科の授業に取り入
れることで，理数学習の有用性の実感につながることを統計的に明らか
にしました。 

③　中学校理科「密度」の学習において，理科教師が数学の関数の指導事項
を導入し，２つの数量の関係に着目させ，その特徴を表やグラフ，式を
相互に関連付けて考察させる指導法を開発し，その効果を検討しました。

学習内容の視点から見ると，理科におけるエネルギーや粒子を柱とする領域
等では，数学と同様に量を扱います。また，実験においては，従属変数と独立
変数の量的な関係をグラフ化したり，関数として文字の式で表したりします。
数学と理科はともに量の関係を扱うことから，両教科に共通の「見方・考え
方」として，新たに「関数的な見方・考え方」を設定しました。資質・能力の
育成に向けて，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の取り
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組みを活性化させる必要があり，特に量の関係を扱う授業では，深い学びの鍵
として，この「関数的な見方・考え方」を働かせることが重要ではないかと考
え，本書に一連の研究成果をまとめました。

私の研究室に所属し，真摯に研究に取り組んだ学部・修士課程・専門職学位
課程の皆様の成果なくして，本書を世に問うことはできませんでした。心より
感謝申し上げます。

なお，本書は「独立行政法人日本学術振興会　令和 3（2021）年度科学研究
費助成事業（学術研究助成基金助成金）課題番号：21K13660」の交付を受け
て刊行するものです。
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編著者　山田　貴之
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